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に
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善き人々は遠くにいても輝く 、

雪を頂〈高山のように。

善治、らぬ人々は近くにいても見えない

夜陰に放たれた矢のように。
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そ
れ
ぞ
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創
造
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が
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の
前
に
現
れ
る
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映
像
発
信
の
場
で

思
い
を
伝
え
て

映
像
を

「
回
し
飲
む
」

場
づ
く
り

1950年大阪生まれ。 41歳の時ウ マンズスク
ーjレで映像を学び以後ドキュメンタリーを制
作。制作した作品は山形国際ドキュメンタリー
映画祭やソウル女性映画祭などで上映される。
1994年‘ ドーンセンターに勤務。ビデオ講座の
講師などを努める。 2003年力フ工放送てれれ
開始、その後2006年には「映像発信てれれ」設
立。

市民が作った映像作晶を、市民

が集う場で上映する「力フ工放

送Jの活動に取り組んでとうれ
た下之坊さん。このたび、「映

像発信てれれ」は、「おおさか

CBアワード 2007Jの大賞を
受賞されました。上映と語りを

通じたコミュ二ケーションに着

目した背景から、今後の展望ま

で、お伺いいたしました。

映
像
制
作
と
の
出
会
い
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河
内
長
野
の
滝
畑
村
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
山

の
中
を
走
り
回
っ
て
い
る
事
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
高
校
時

代
も
、
文
化
祭
等
で
演
劇
の
演
出
を
担
う
な
ど
活
発
な
生
徒

で
し
た
。
卒
業
後
に
は
友
人
を
通
じ
て
維
新
派
の
方
に
出
会

い
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
他
に
も
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絵
を
描
く
な
ど
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
か
ら
映
像
に
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の
、
離
婚
前

の
友
人
の
「
主
婦
で
収
ま
っ
て
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
の

一
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

1
9
9
1
年
に
ウ
ー
マ
ン
ズ
ス
ク

ー
ル
の
ビ
デ
オ
講
座
で
映
像
を
習
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
は

映
画
や
テ
レ
ビ
を
あ
ま
り
見
て
お
ら
ず
、
理
解
で
き
な
い
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
講
座
後
の
飲
み
会
が
面
白
く
て
、
毎

回
終
電
ま
で
参
加
し
て
ま
し
た
ね
。
女
性
の
学
校
だ
っ
た
の
も

あ
っ
て
、
飲
み
会
で
は
同
じ
よ
う
な
不
満
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い

ま
し
た
。
私
も
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
「
こ
れ
を

映
像
に
し
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。
修
了
後
、
女
性
に

よ
る
映
像
制
作
グ
ル
ー
プ
「
ビ
デ
オ
工
房
〉
同
〉
冨
開
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
講
座
を
前
後
し
て
、
「
離
婚
を
選
ん

だ
女
た
ち
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
を
作
成
し
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
で
映
像
発
信

ま
ず
は
勉
強
会
を
聞
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
視
察
に
行
き
ま
し

た
。
帰
国
後
、
パ
リ
で
出
会
っ
た
カ
フ
ェ
テ
レ
ビ
の
こ
と
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
作
品
を
上
映
す
る
段
階
に
な
っ
た
と
き
、
お

To"o<gaf1l51w 

た
い
」
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
画
廊
で

の
上
映
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
学

や
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
喫
茶
庖
、
飲
み
屋
、
パ
ー
だ

け
で
な
く
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
映
像
を
通
じ
て
思
い
を
伝

え
ら
れ
る
場
所
は
他
に
な
い
か
と
探
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
上
映
だ
け
で
な
く
、
映
像
制
作
に
つ
い
て
教
え
た
り
、

機
材
の
貸
し
出
し
を
し
た
り
し
て
い
た
ら
、
そ
の
方
か
ら
の

つ
な
が
り
で
色
々
な
場
所
で
上
映
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。

制
作
・
上
映
・
語
り
で
生
ま
れ
る
つ
な
が
り

作
品
を
作
っ
て
内
輪
だ
け
で
見
る
の
と
、
人
に
見
せ
て
い

く
の
と
で
は
面
白
み
が
全
然
違
い
ま
す
。
映
像
の
中
に
記
録

さ
れ
た
人
や
環
境
の
こ
と
を
、
直
接
本
人
が
言
わ
な
い
と
分

か
ら
な
い
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
事
に
よ

っ
て
、
映
像
制
作
し
た
発
信
側
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
り
も

何
か
に
気
づ
き
、
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
技
術
や
発
想

も
豊
か
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
持
て
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
が
思
い
を
伝
え
て
い
け
ば
、
ど
ん
ど
ん
面
白
い
世
の

2 

客
さ
ん
が
ア
ク
セ
ス
す
る
「
場
」
が
無
い
と
駄
目
だ
し
、
テ
レ

ビ
等
で
放
送
す
る
よ
り
ハ
ー
ド
ル
も
低
い
。
た
だ
、
カ
フ
ェ
放

送
の
前
例
が
な
い
日
本
で
は
理
解
を
得
る
の
が
難
し
か
っ
た
で

す
。
神
戸
と
京
都
は
全
滅
で
し
た
が
、
大
阪
で
は
「
な
ん
か

面
白
そ
う
ゃ
か
ら
や
っ
て
み
よ
か
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、

2
0
0
3年
に

6
件
の
カ
フ
ェ
か
ら
上
映
を
始
め
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
の
報
道
も
あ
っ
て
、

3
ヶ
月
間
の
試
験
上
映
の

聞
に
は
日
件
ま
で
伸
び
ま
し
た
が
、
い
ざ
契
約
と
な
る
と
急
に

減
り
ま
し
た
ね
。
年
末
に
は

3
件
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

2
0
0
6
年
初
め
こ
ろ
か
ら
再
び
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
長
居

に
あ
る
町
家
を
画
廊
に
し
た

「喫茶どるめんJでの上映の犠子

「
キ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」
の
野
崎
さ

ん
の
協
力
が
得
ら
れ
た
た
め

で
す
。野
崎
さ
ん
は
、
「
放
送
と

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

-m
関

西
」
の
方
で
、
テ
レ
ビ
局
を

退
社
さ
れ
た
後
に
「
こ
れ
か

ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
で
面
白
い
事
を
し
て
い
き

中
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
「
て
れ
れ
」
と
い
う
の
は
、

パ
ラ
グ
ア
イ
の
言

葉
で
マ
テ
茶
を
回
し
飲
み
を
す
る
習
慣
の
事
な
ん
で
す
。
「
映

画
を
観
に
行
こ
う
」
で
は
無
く
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
食

べ
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
楽
し
く
映
像
を
み
る
。

で
す
の
で
「
て
れ
れ
」
は
、
映
像
作
品
と
上
映
す
る
場
所
と

見
に
来
た
人
、
全
体
で
ひ
と
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
カ
フ
ェ
放
送
て
れ
れ
」
の
活
動
は
、

2
0
0
6
年
に
「
映

像
発
信
て
れ
れ
」
と
い
う
組
織
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
人
た
ち
と
も
っ
と
つ
な
が
り
た
い
で

す
ね
。
日
本
全
国
で
て
れ
れ
を
や
っ
て
欲
し
い
の
も
あ
り
ま

す
し
、
大
阪
は
面
白
い
か
ら
大
阪
に
こ
だ
わ
っ
て
や
っ
て
行

き
た
い
と
も
思
い
ま
す
け
ど
、
日
々
揺
れ
動
い
て
ま
す
。
や

っ
ぱ
り
、
大
阪
を
中
心
に
全
国
で
、
と
も
思
い
ま
す
が
、
上

映
す
る
場
所
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

作
り
手
の
こ
だ
わ
り
が
一
番
で
す
ね
。
そ
れ
も
、
上
手
に
作

る
と
い
う
よ
り
心
に
響
く
も
の
の
方
が
大
切
で
す
。
他
地
域

に
広
が
り
、
作
品
の
テ

l
マ
や
表
現
方
法
が
よ
り
立
体
的
に
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な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

(
構
成
・
森
山
博
仁
/
感
典
院
主
事
)
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コモンズフェスタ 20072008 協自11のかたち On~r.t'S 
2007-2008 

【事業形態】 今回のコモンズフェスタの参加事業は2つの枠組みからなります。
ii:幽l淵t空中のτJII:如肝II'IO)'Fワイトボ ト

①特別事業…大阪市・財団法人大脇市協会による現代芸鮒造事業

②参加事業…塵奥院寺町倶楽制捕による参加団体の主催事業

15dayS 川シエリ良 HAPPY5 
lエキンピシヨ/1

もはや30年前の書物ですが、清水博の

「生命を捉え直すJ(中公新書、 1978年)の

中に「フィードフォワード」、ということ

ばが登場します。これは現在から過去に振り

返る「フィ ド.) ¥.'Yク」の反対の概念で、

「このすぐ先の未来の状況の現在への回帰」

を意味する乙とばです。 i過去、現在そし

てすぐ先の未来にかけてのドラマの筋(スト

リ )がまったく見当がつかなければ¥現

在伺をなすべきかもわからない。jだからこ

そ、混沌とした状態のときほど、この「フィ

ード-フォワード」が必要とされ、未来のあ

るべき姿に思いを巡らし、そのあるべき姿を

実現させていく具体的主主取り組みが必要とな

る、と述べられています。

再開2年目のコモンズフエスタは、この

「フィ ド・フォワード」に共感しつつ、

その概念を示した著者の別の作晶「場と共

創jのことばを借りて、 「協創のかたち」

をテーマに掲げました。催しにて体現され

る各々の創造性lこ着目し、協働することの

意昧を実感し合うことを目的にしました。

今回は特集として取り組みをまとめます。

折しも、腰典院は再建10年という節目を

迎えました。今回はその節目の意昧につい

ても、関連事業の報告と重ねて探ります。

ν 
11-25 

赤ちゃんとしてこの世に生を成し、最初にする動作は「触
れるjこと。触って、そのモノから伝わる暖かさや冷た'
さを吸収するのです。私の作品はそんな原始的な動作か
ら生まれる、ちぎり絵です。みんなが HAPPYになれる
作品づくりが私のテーマです。人生のスター卜とゴール
が密接なお寺という空間での展示。2階の窓からは、昔
を生きた人間たちが、悲喜交々な思い出とともに眠って
いる。人生を HAPPYに過して欲しいと願う作品たちが、
ほんの一時でも幸福であった時の記憶となっていれば幸
いです。[ハヤシエリ]

11 
Fri 出張講義 アートマネジメントの理論と実践

2006年から学術交流協定を締結している同志社大学大 』
学院総合政策科学研究科との連携による出張講義が展開 l
されました。テーマは舞台芸術についてでした。講師を
務めたのは、 2週間後に公演を控えた「劇創卜社」主宰
の城田邦生さん。特に、 ドイツのオペラハウスが、芸術
監督を頂点とした、役者・舞台制作・事務局の一体的な
運営がなされている「クローズJなシステムに対し、と
りわけ関西の演劇界が人的に「オープンjであることが
強調されました。終了後は稽古風景も見学させていただ

きました。[事務局l
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ー
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再
開
2
年
目
の
コ
毛.

そ
れ
ぞ
れ
の
創
造
性
が
、

目
の
前
に
現
れ
る
。

口

次
の
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年
に
向
か
っ
て

円

I!lm ・…1I'1tltil.llililil参加企画大全集 . 
m・...…-プレ企画・ 7ロージング企画紹介 . 

Iir.l……・・コモンズフェスヂ笈町湖沼撒~返っτ .
m!D・ー懸典院i[tl周年記念事業報告 . 
llIP.AI:!l…鷹典院プロジェクトメンバ一座談会 . 

〈コンセプトプックから 10年を経て>

を
し
て
叩
年
目
の
臆
典
院
。

4 



7 

コモンズ 7ェスタ 20072008

1/ 
19 ------.:iRCトロンピトシヨノ出張m ー 7ートの腕むから均て。一

ぬt "コミュニケーション川ついて輪早々考えてみる会
主に看護や福祉に関わる仕事をされている西川勝さん(大

阪大学 CSCD特任准教授)と清水邦子さん(光愛病院院
内喫茶「うたたねやj庖主)のゲストを取り囲んで、参

加者同士が自由に発言しあえる柔軟なトークサロン企画
でした。日常の中で数多く出会う“わからない他者"に

対して、我々はどう接していけばよいのか。「すぐにわか

りあえると思わないで、わかりあえないという前提のも

と、真筆に向き合っていくプロセスこそが重要Jという
西川さんの示唆に、はっと気づかされた人も少なくなか

ったのではないでしょうか。 [事務局]

ν 
19-20 
Fri ハヤシエリ ちぎって描こうワークショップ

今回のワークショップでは、小さな子ともから、カップルや

仕事仲間の方まで、様々な方が参加してくださいました。

誰にでも作品を生み出すことができる。小難しくアート

を捉えたり、ブランド化する風潮もありますが、私はアー

トを日常の一部として捉えて欲しいと常々考えています。
作品から受ける印象と、実際に自らの手でちき.り、レイ

アウトを考え貼るのでは全く違うことが判ります。そうし

て作業をした後と、前とでは作品の見え方が違ってきま

す。家に帰ってからも熱心に作品作りをしているという
声を聞くと、ほんとうに嬉しくなります。[ハヤシエリ]

20 
sun 映画のおしゃべり会新春スペシャル

毎月第3日曜日、研修室 Bにて「映画のおしゃべり会j
が開催されています。今回、その特別編として、会場を

本堂ホールに移し、 210インチのスクリーンで上映を
行い、世話人の磯野さんの軽妙な進行のものと、秋田住

職も含め、その作品にまつわるトークを行いました。今

村昌平監督の「にっぽん昆虫記Jのイ也、テオ・アンゲ口
フ口ス監督の「霧の中の風景Jを主に取り上げました。
1988年の第 45回ヴェネチア映画祭にて、監督賞、銀獅
子賞を受賞した作品です。映像詩というのがふさわしい

位、描写が美しいギリシャ映画でした。[事務局l

Salut vo1.55 2008， March 

協自1)のかたちー

ν 

CRfr5 
2007・2008

12-13 
Fri てれれ上映@コモンズフェスタ

本誌の巻頭にもあるインタビューにも登場いただいた、

下之坊さんが主宰する「映像発信てれれjによる上映会

とトークが、 2日間にわたって開催されました。5年聞
かけて上映されてきた約 350本の中から、障がい者、国
際、 2007年の人気作品集、身近なアート、女性・ジエ
ンダ一、パブリックアクセスと、 6つの「番組jが編成
されました。なんと、上映作品の作家さんも全員登場と
いう趣向が凝らされていました。各国とも盛況で、上映

後に行われたトークでは、鑑賞者の皆さんと作家さんと

が軽妙なやりとりを重ねていました。['事務局]

15.l8.22.25 
4days 同 ~j

最も気を遣ったのは、当たり前ですが、怪我をしない、させな

いことでした。次に姿勢。まっすぐ背筋を伸ばし、腰を落とし、

下腹に力を入れる。スポーツや格闘技の基本と全く同じで、

足腰が重要です。基礎となる 21手を中心でしたが、集中力を
持続させる事が困難でした。集中力が切れると姿勢も崩れます。

何より、戦いの中では斬られてしまいます。軽く息を抜く短か

な休憩をこまめに取りました。役者の参加者には今後も続け

て欲しいです。一般の参加者には時代劇などを見るときに斬
られ役の方にも注目する等、体験したからこそ分かる視点、で‘

時代劇を見るとまた違った面白さがE未わえます。[平宅亮]

ν 
19-25 
7days 太田ld司R マイ・プライベート・サニー

東京に行っていたのでその場で写真を取りました。トイ

カメラですのでどう映っているのか楽しみでした。公園、

空、町並みの風景を思いつきでとりました。展示には、

ただ壁に飾るというのは少し面白みに欠けると思い、平

面から空間へと考え作品を吊るしました。

いつもは、小さなカフェで作品展をしたりしています。
役者もしていますので、これからも両立してやって行こ

うと思います。
[太田浩司 ]

l映像上映七ト クl
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2週間の空気を振り返っτ

事務所内のホワイトボード一面に、企画が書き出され、担当を決めて行き、それぞれの企

画をどう進めて行くのかを話し合うーこうしてコモンズフ工スタ 2007/2008はつくられぞい

きましたo 1998年から 2003年までは、実行委員会形式で企画運営がなされてきましたが、

今年度も昨年度と同じく、スタッフが企画を立案、招轄、調整するという形を採ったためです。

最も大きな特長は2週間の会期全日にわたり、ハヤシ工リ氏のちぎり絵の展示 ihappyx 

5Jでは、可愛いちぎり絵たちが気づきの広場のガラス面を埋め尽くしたととでした。そし

て、ちぎり絵ワークショッブでは和やかな音楽の中、慎重かつ大胆にいろんな種類の紙を使い、

作品が作られていきました3

また、今回は趣向の異なった2つの映像上映があリましたこ「映像発信てれれ上映会」では

ジャンルを6つに分けて上映され、上映後には、「言いたい事を言う」というコンセプ卜のもと、

上映後には作品の経緯や工夫が制作者から、また、見(こ来た方々 からは質問や感想が投げか

けられ、大いに盛り上がりましたι もうひとつの上映会「映画おしゃべり会新春スペシャル」

では、いつものおしゃべり会とは趣向を変えての上映付きだったため、作品の奥深くまで追

求したトークが本堂ホールにて繰り広げられました。

なお、ちぎリ絵作品lこ固まれた気づきの広場では、多彩な企画が展開されました。会期の

中盤では「築港ARCJの通常事業 Iアークトークコンヒレーション」の「コモンズフエスタ
特別版」が開催されましたー今回はコミュ二ケーションをテーマにして展示作品との一体感

を味わいつつ、話が盛リ上がリました同

加えて、身体を使ったワークショッフ 「超基本 11本若流殺陣塾jでは、役者達と一緒に一

般参加者も体を動かして、基礎の動きから本格的なものまで殺嘩を楽しみました。役者が織

りなすアート展示として 1Fウオールギャラリ では「マイ・フライベ一卜・サ二一」を開催。

卜イ力メラで撮影された街や公園の周景が平面から立体へと展示方法に変化をつけ、約 100

点の展示がされたご「見て楽しむ」ではなく「楽しみながら見る」という、空間そのものが作

品となっている印象でした3

さらに、本堂では劇団としての最終公演となる劇創卜社が LOWPOWESと組んだ演劇が3

日聞にかけて公演されましたc 平日にも関わらず、多くの方々 が観劇に来られ、決して文化

や芸術は週末にのみあるべきものではないととを再確認しましたc

ζのように、多彩な企画が展開されましたが、臆典院寺町倶楽部の通常事業である「寺子

屋トーク」や「コミュニティ・シネマ・シリーズ」が開催されなかったとと、また、広報計

画が不十分だったζと、会期変更による成果の分析など、今後の課題も認識しています。し

かし、 2週間をかけて、IJ!典院には、ある種の「空気」が作られたことを、スタッフ一同共通

の体験として抱いていますc まさに今回のテーマとした「協創のかたち」は、トーク、ヲー

クショッブ、演劇、アートの企画に浸ることで、からだ全体で感じた、自には見えない雰囲

気であった、ということです。麿典院はとうして出来上がった空気の中で呼吸を続けるお寺

なのでしょう. ~事務局]
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23-25 l校計l';1鴻cIL河 f!U可1，¥ ?íl\\TR~、

3da) s ラジオスターの悲劇~3rd session ~ 
コモンズフェスタ 2006にも参加した関西小演劇界の作
家・役者によるコントユニット iLOWPOWERSJが、
今回の公演で劇団として幕を閉じる「劇創卜社jとコラ
ポレーションした公演でした。 3人の作家が脚本を分担
し、コントを交えた 3本のオムニパス作品。平日のみの
公演でしたが、「最終公演jという意昧も重なって、連日
大盛況でした。日替わりゲストがどんな風に作品を豊か
にするのかを見てみたいと、複数回鑑賞した方もいらっ
しゃいました。作品の解説と、文字通りの「舞台裏」は
劇創卜社のブ口クでお楽しみくださいませ。[事務同]

以上9つの企画に加え、会期前日にはプレ企画、また終了日にはク口ージング

トークを行いました。以下、己紹介します。
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10 若い演劇人のための基礎講座 f冬の特別講演j
Thu 
2007年6月より、臆典院で開催されている、劇
作家・演出家平田オリザ氏による 12団連続講座の
特別編として、一般にも公開した講演が実施され
ました。作品ごとに俳優を集める形式で上演する
「遊園地再生事業団J主宰の宮沢章夫さんをゲスト
にお招きし、プレ七ュ一公演から本公演へとつな
げ、ていく「ワークインブ口クレス」形式等につい
て学びました。

( クロージング全両 )… ・・… ・

: IトケI ~ 1 ‘ 
25‘ コモンズ7ェス72007 2008クロージングトーク

-ーーー」
Tllll 
ハヤシさんの作品に固まれる中、「劇創卜社J(とし
てのp成田さん、殺陣のワ クショップの企画をい
ただいた「本若」の平宅さん、 1陪ウオールギャラ
リ にて写真とスケッチを展示いただいた「未来探偵
杜jの太田さん、そして LOWPOWERSのチャー
ハン・ラモーンさんによるトークが行われました。
遅い時間にもかかわらず、 20名程度の方々にお残
りいただき、充実した議論を行うことができました。

8 
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11月 10日(土)

雁典院再建 10周年記念

フォーラム開催

1997年に再建された麿

典院の 10年を回顧し、

次の 10年を展望するフ

ォーラムを実施いたしま

した。なお、本式典は完

全招待制にて開催させて

いただきました。なお、

当日刊行した 10周年記

念誌は一般の方にも頒布

されています。 ご希望の

方は麿典院 ・日産典院寺町

倶楽部まで。ウェブサイ

トからもご注文いただけ

ます。

それぞれの時代に縁のゲストが登場

最後は秋田光彦ff.典院代表の5本締め

記念誌は85版136ページの大Ifです

11 Salut vo1.55 2008. March 

10 月 10 日(水) ~ 10月 14日(日)

「遺影、撮りますJ~野寺夕子
写真展

本堂ホールにて、朝日新聞夕刊に

76回連載された、写真家野寺

夕子さんによる写真集出版を記念

した写真展が開催されました。会

期中は 13時より、日替わりでゲ

ストを招いたトークイベントが「気

づきの広場」にて行われました。

10 月 26 日(金)~ 11月25日(日)

「境界一プラト二ックテlィスコ」

~船井美佐作品展

4 大阪府立現代美術センターとの協力

で、 1階のギャラリーと 2階「気

づきのひろばJに造形作家の船井美

佐さんわtインスタレーションを設置

しました。また、 23日には力ツテ

イングシートで彩られる中、 2階に

てトークイベントを実施しました。

11月21日(水)

「演劇で学ぶ!ワークショップ

授業」

大阪市教育委員会の協力を通じて、

生魂小学校の小学6年生を対象に、

「わたし」とは何かを再発見する乙と

を目的した捜業開催にあたり企画調

整を行いました。講師は劇作家演

出家の平田オリザさん。 3時間目の

発表会には保護者も観劇されました。
校長先生をはじめ学肢をあげて協力を

恒例のワンコイン交筑会も開催

9月24日(月・祝)

寺子屋トーク第50回

「市民の時代のスピリチュアリ

ティ」

島薗進さん(東京大学教授);をメ

インゲストに、大阪大学・同志社

大学との共催により、「公共宗教J
の観点から、 10年間 .50回にわ

たって提供してきた市民との対話

や交流の場の総括を行いました。

11月8日(月・祝)
コミュニティ・シネマ・シリーズVol.11

「終りよければすべてよし上映+

トーク:あなたの家にかえろう」

「高齢社会をよくする女性の会 ・大

阪」との協力で、羽田澄子監督最

新作「終りよければすべてよしJ

の上映と、桜井隆医師(さくらいク

リニック院長・尼崎市)による終末

期医療の講演会を実施しました。

11月23日(金・祝)

寺子屋トーク第51回

「アートが変えるくまち>の

風景」

翌日かう腰典院で開催の学術会議

「日本アートマネジメン卜学会」の

ブレ企画として、北川フラム氏の

記念講演と、上田偲奈代氏うによ

る、まちとア 卜を焦点を当てた

シンポジウムを開催しました。
笹島県上脚Iから羽司史絵さんも事伊照告

鷹典院再建10周年
2007年度、「聞かれたお

寺」臆典院は再建 10年、

麿典院寺町倶楽部は設立 10

年の区切りを迎えました。

乙の 10年は、市民の学び、

癒し楽しみの場所として

お寺が活かされるよう、 21

世紀のお寺のモデルを倉iJ造

する挑戦の連続でした。

教育、福祉、芸術が公共

サービスとして提供される

ととが当然となった現代に

おいて、少なくとも近世ま

ではお寺が地域生活の基盤

施設として役割を果たして

きたという原点に回帰する

ために、多くの協力者を得

て活動して参りました。そ

とで今秋、 9月 24日(月・

祝)の「寺子屋トーク第

50回記念プログラム」を

皮切りに、再建 10周年記

念事業を各種開催してきま

した。とれらは 10年の総

決算であると同時に、次の

10年を展望する機会とな

りました。乙乙lこ、お礼の

の意を込めつつ、それぞれ

の事業を報告いたします。
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告日

2008219@大阪ガスCEL

一出
制
川
智
一

栗
本
智
代
さ
ん

西
島
宏
さ
ん

吉
崎
中
さ
ん

〈
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
か
ら
加
年
を
経
て
〉

「陸典院フ。ロジ‘ェクトJ
メンバー底絵

一
臆
典
院
再
建
な
ら
び
に
際
典
院
寺
町
倶
楽
部
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、

一

一
「
T
E
A
M
P
R
E
S
E
N
C
E
」
と
い
う
名
前
で
、
理
念
や
内
容

一

一
「
脹
典
院
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
ま
と
め
た
方
が
い
ま
す
。
今

一

一
回
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
こ
の
叩
年
を
総
括
す

一

一
る
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

一

|
|
|
そ
れ
ぞ
れ
の
、

b
d

っ
か
け
。

西
島
マ
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
も
っ
と
も
麿

典
院
に
長
く
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
言
う

の
も
、
臆
典
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
以
前

か
ら
、
秋
田
住
職
が
・
さ
れ
て
き
た
現
代
教
化
イ

ベ
ン
ト
の
舞
台
監
督
で
関
わ
っ
て
い
た
た
め
で

す
。
現
代
教
化
と
は
、
文
字
通
り
、
今
の
時
代

に
合
っ
た
仏
道
の
普
及
の
こ
と
で
す
。
京
都
の

悌
教
大
学
や
パ
ド
マ
幼
稚
園
の
体
育
館
で
行
っ

て
い
た
、
音
楽
関
係
の
催
し
、
ま
た
講
演
会
の

運
営
に
、
友
人
の
一
人
と
し
て
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
廃
嘘
に
な
っ
て
い
た
謄
典

院
を
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
々

が
駐
車
場
に
し
て
は
、
と
い
う
意
見
の
な
か
、

ま
ず
再
建
す
る
際
の
建
築
家
は
誰
か
を
考
え
る

場
で
意
見
を
言
っ
た
と
と
か
ら
、
後
々
、
そ
し

方
を
会
員
と
し
て
ど
う
増
や
す
か
、
特
に
議
論

し
ま
し
た
ね
。
単
に
再
建
さ
れ
た
お
寺
の
応
援

団
で
は
な
く
、
事
業
の
担
い
手
と
し
て
組
織
が

機
能
し
て
い
く
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
し

た
か
ら
。

栗
本
マ

一
般
に
は
お
寺
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
既
に
、
お
寺
が
劇
場
を
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
は
一
心
寺
と
い
う
先
例
が
あ
り
ま
し

た
が
、
臆
典
院
が
劇
場
運
営
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
方
向
を
示
し
、
い
ざ
ハ
コ

が
出
来
た
と
き
、
あ
ま
り
に
美
し
く
て
、
余
計

に
入
り
に
く
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
印
象
を
抱
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
無
宗
教
の
方
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
人
も
気
軽
に
入
っ
て
い
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寺
町
倶
楽
部
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て

や
る
べ
き
な
の
か
考
え
ま
し
た
。

|
|
初
動
期
の
臆
典
院

栗
本
マ
1
年
目
の
課
題
は
、
場
所
へ
の
先
行
投

資
を
い
た
だ
い
た
膝
典
院
を
動
か
す
原
動
力
を

持
つ
人
々
が
集
ま
っ
て
何
を
し
て
い
と
う
と
し

て
い
る
の
か
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
P
R
し
共
感
を

得
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
寺
町
倶
楽
部
の

て
今
ま
で
ず
っ
と
関
わ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
本
マ
私
は
ま
ず
秋
田
住
職
と
「
な
に
わ
の
語

り
部
養
成
講
座
」
で
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
運

営
を
西
島
さ
ん
に
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
再
建
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
秋
田
住
職
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
一
心
寺
シ
ア
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
で
進

行
役
を
任
さ
れ
る
と
と
が
き
っ
か
け
で
し
ょ

う
。
今
思
え
ば
、
そ
う
し
た
機
会
こ
そ
、
秋
田

住
職
に
よ
る
再
建
の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
の
一

環
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
崎
マ
私
だ
け
が
周
辺
に
お
ら
ず
、
第
三
者
の

紹
介
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
り
ま
し
た
。

|
|
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
当
時
の
時
代
背
景

吉
崎
マ
当
時
、
震
災
、
オ
ウ
ム
と
い
う
2
つ
の

活
動
が
進
み
、

3
年
目
か
ら
ア
ー
卜
的
な
要
素

が
強
く
な
り
、
少
し
宗
教
色
が
薄
ま
っ
て
い
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
う
し
て
、
お
寺
と
し

て
の
臆
典
院
の
間
口
が
広
ま
っ
て
き
た
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。

吉
崎
マ
最
初
、
シ
ア
ト
リ
カ
ル
臆
典
院
に
集
ま

っ
て
く
る
の
は
、
若
い
人
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
自
律
す
る
生
活
を
送

る
人
、
時
聞
に
余
裕
が
あ
る
入
、
ま
た
場
所
や

催
し
の
中
身
に
関
心
が
あ
る
人
は
入
っ
て
来
や

す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
若
者
は
な
か
な
か

入
っ
て
と
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
若
い
人

で
、
自
分
探
し
を
し
て
い
る
人
が
会
員
に
な
っ

て
、
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
な
も
の
を
求
め
て
き
た

と
と
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

西
島
マ
私
自
身
は
、

O
M
S
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
次
に
麿
興
院
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
現
代
演
劇
ス

ポ
ッ
ト
を
つ
く
る
と
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一

つ
で
す
。
た
だ
麿
典
院
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
ス

ポ
ッ
ト
と
は
異
な
っ
て
、
劇
場
が
観
客
を
持
っ

て
い
る
劇
場
を
つ
く
れ
な
い
の
か
、
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

栗
本
マ
き
っ
と
、
「
場
」
の
持
っ
て
い
る
空
気
が

大
き
な
物
語
に
よ
っ
て
、
宗
教
は
危
険
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
で
共
有
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
で
す
の
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
。
つ

く
り
は
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
特
に
宗

教
法
人
で
あ
る
膝
典
院
と
、

N
P
O
で
あ
る
寺

町
倶
楽
部
と
の
二
重
構
造
が
ど
う
定
着
で
き
る

か
、
そ
れ
が
疑
問
で
あ
り
課
題
だ
と
捉
え
て
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
き
で
は
、
事
業

の
推
進
体
制
を
確
立
し
て
い
く
ζ
と
も
難
し
い

の
で
、
い
か
に
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
手
当
を
工
面

す
る
か
、
大
蓮
寺
や
臆
典
院
と
の
関
係
を
ど
う

取
っ
て
い
く
の
か
、
特
に
秋
田
住
職
が
ど
ん
な

立
場
で
事
業
に
関
わ
る
か
、
と
い
う
と
と
を
中

心
に
議
論
を
し
て
い
ま
し
た
。

西
島
マ
寺
町
倶
楽
部
が
お
寺
の
身
代
わ
り
と
な

っ
て
事
業
を
担
う
と
と
で
、
ご
縁
、
か
な
か
っ
た

澄
み
す
ぎ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
例
え
ば

自
分
感
謝
祭
の
よ
う
に
、
普
通
の
人
が
お
寺
に

行
く
こ
と
が
楽
し
め
る
と
い
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
演
劇
で
あ
っ
て
も
、
お
墓
参
り
と

一
緒
で
、
お
寺
に
行
く
こ
と
は
気
持
ち
が
い

い
も
の
だ
、
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

ー

l
l
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ッ
ク
以
降
の
関
わ
り

吉
崎
マ
私
は
仕
事
を
す
る
上
で
、
卒
業
す
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ

臆
典
院
は
実
際
の
場
所
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
の
存
在
の
認
識
と
価
値
を
拡
げ
て
い
く

と
と
が
理
想
だ
と
考
え
、
自
分
自
身
は
当
初
よ

り
確
信
犯
的
に
運
営
か
ら
引
い
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
既
に
初
年
度
以
降

は
主
体
的
に
携
っ
て
い
ま
せ
ん
。

栗
本
V
私
の
場
合
は
、
出
産
、
子
育
て
期
に
入

っ
た
の
で
時
間
的
に
関
わ
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
た
た
め
で
す
。
麿
典
院
は
放
っ
て
お
い
て
も

動
い
て
い
き
ま
す
が
、
家
族
の
と
と
は
そ
う
も

い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
真
撃
に
い
の
ち
の
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
と
と
は
、
宗
教
を

超
え
て
重
要
な
と
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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西
島
マ
実
は
私
は
寺
町
倶
楽
部
の
初
代
事
務
局

長
で
し
た
。
し
か
し
寺
町
倶
楽
部
の
事
業
に
秋

田
住
職
、
が
前
に
出
て
、
会
員
は
そ
の
応
援
団
と

い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
く
上
で
は
、
そ

の
体
制
に
は
反
対
の
立
場
を
主
張
し
て
い
た
以

上
、
関
わ
る
と
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
、
組

織
の
役
職
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
演
劇

の
空
間
と
し
て
の
臆
典
院
を
ど
う
成
功
さ
せ
る

か
?
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
?
舞
台
芸
術
祭
を
ど
う
成
功
さ

せ
る
か
7

気
づ
け
ば
、
そ
う
し
た
各
種
の
事
業

の
運
営
に
は
携
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ー
ー
ー
当
初
か
ら
み
た

「
想
定
外
」

吉
崎
マ
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
に
書
い
て
い
て
実

現
し
な
か
っ
た
と
と
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

実
は
「
二
ユ
|
葬
式
」
な
ど
は
「
収
益
エ
ン
ジ
ン
」

と
し
て
、
お
寺
な
ら
で
は
の
事
業
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
・
・
・
。

西
島
マ
葬
式
は
し
な
い
と
い
う
と
と
に
な
っ
た

か
ら
着
手
で
き
な
か
っ
た
。

吉
崎
マ
そ
う
。
な
の
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク

に
は
、
「
気
づ
き
・
学
び
・
遊
び
」
と
「
セ
レ
モ

ニ
ー
」
の
4
つ
の
点
か
ら
で
き
る
正
四
面
体
で

一一ーマ-

ー
ク
が
充
実
し
た
と
と
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

当
初
は
綾
田
さ
ん
が
1
人
い
る
だ
け
で
し
た
。

そ
の
後
柳
津
く
ん
が
演
劇
専
門
で
入
り
、
事
業

を
受
け
る
方
の
体
力
が
追
い
つ
い
て
き
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。

栗
本
マ
も
う
一
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
当
時

と
は
異
な
っ
て
、
ま
ち
に
企
画
力
を
持
っ
た
人

が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
集
ま
り
、

場
を
貸
す
だ
け
で
、
臆
典
院
が
何
か
を
や
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
あ
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
寺
町
倶
楽
部
、
ま
た
臆
典
院
が
本
当

に
し
た
い
こ
と
は
何
か
は
考
え
続
け
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。
麿
典
院
の
本
寺
で
あ
る
大
蓮
寺

が
運
営
す
る
パ
ド
マ
幼
稚
園
と
連
携
し
て
で
き

る
幼
児
の
と
と
な
ど
、
次
の
叩
年
で
新
た
に
展

開
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ー
ー
ー
次
の
凶
年
を
展
望
し
て

栗
本
マ
次
の
叩
年
を
見
つ
め
る
上
で
、
乙
の
叩

年
の
あ
い
だ
臆
典
院
に
関
わ
っ
て
い
な
い
人
は

誰
か
と
考
え
る
と
、
育
児
中
の
主
婦
層
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?
そ
う
し
た
子
育
て
に
追
わ
れ

て
れ
き
た
方
々
は
、
今
、
親
が
年
を
取
っ
て
き

14 

事
業
の
全
体
像
を
表
現
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
う
数
字
で
評
価
さ
れ
る
部
分
と
、
一
方
で
多

E
E
E

結
果
と
し
て
寺
町
で
、
上
町
台
地
で
事
業
が
転
彩
な
趣
旨
の
活
動
が
な
・
さ
れ
て
い
る
お
寺
と
い

が
っ
て
い
っ
て
、
ま
さ
に
角
が
取
れ
た
感
じ
で
う
評
価
と
は
別
の
観
点
で
あ
る
乙
と
を
踏
ま
え

す
ね
。
乙
の
4
つ
の
点
、
が
後
に
、
学
び
、
癒
し
、
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
乙
ん
な

楽
し
み
と
い
う
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
卜
風
に
、
た
ま
に
は
サ
リ
ユ
に
辛
口
な
と
と
も
必

ポ
ス
、
つ
ま
り
臆
典
院
の
定
義
に
な
っ
て
い
っ
要
で
は
?

た

ん

で

し

ょ

う

。

栗

本

V
そ
う
で
す
ね
。
特
に
メ
デ
ィ
ア
の
人
た

栗
本
マ
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
る
時
ち
は
、
取
材
す
る
側
が
気
に
入
っ
た
と
と
ろ
、

期
と
今
で
は
、
人
材
の
層
に
格
段
の
差
が
あ
り
都
合
の
い
い
と
と
ろ
を
取
り
上
げ
ま
す
。
そ
の

ま
す
ね
。
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
志
た
め
、
表
面
を
な
ぞ
っ
た
だ
け
の
も
の
か
ら
、

は
あ
っ
て
も
技
術
が
な
い
人
が
多
か
っ
た
と
思
学
識
者
の
専
門
か
ら
語
っ
た
も
の
、
宗
教
家
が

い
ま
す
。
謄
典
院
を
通
じ
て
成
長
し
た
人
も
多
変
な
乙
と
を
始
め
た
と
す
る
も
の
、
な
ど
な
り

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
人
材
、

一
が
ち
で
す
。
た
だ
し
余
程
の
人
で
な
い
と
総
じ

N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る
団
体
の
成
長
が
、
臆
て
の
評
価
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
自

典
院
の
成
長
と
併
行
し
て
上
昇
線
を
描
い
て
お
己
評
価
が
必
要
で
す
ね
。
事
務
局
側
、
が
、
運
営

り
、
良
い
感
じ
で
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
側
が
、
重
点
を
置
い
て
、
新
し
い
価
値
を
求
め
、

そ
れ
ま
で
の
臆
典
院
を
「
ず
ら
し
」
て
い
か
な

い
と
、
日
々
の
反
応
に
対
応
し
て
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
上
手
く
流
れ
に
乗
っ

て
、
軌
道
に
乗
る
ζ

と
で
、
世
聞
か
ら
の
合
格

点
は
取
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
乙
の
3
年
は
何
を

し
て
い
く
の
か
、
人
の
流
れ
、
テ
ー
マ
を
置
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

西
島
V
そ
う
な
っ
て
き
た
の
も
、
ス
タ
ッ
フ
ワ

|
|
|
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
評
価

西
島
V
昨
今
臆
典
院
に
は
多
方
面
か
ら
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
正
直
、
臆
典
院
の
ど
と

を
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
若

者
の
集
ま
る
お
寺
と
い
う
評
価
は
、
現
代
演
劇

の
会
場
と
し
て
貸
し
て
い
る
か
ら
3
万
人
が
集

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

3
万
と

て
、
い
の
ち
の
と
と
を
考
え
は
じ
め
る
時
期
で

す
。
で
す
の
で
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
と
の
あ
い

だ
の
層
に
も
関
心
を
向
け
て
い
く
と
と
は
、
魅

力
的
な
発
信
、
挑
戦
、
開
拓
す
べ
き
研
究
テ
ー

マ
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
と
ど
も
を
連
れ

て
関
わ
る
、
で
き
る
と
と
に
取
り
組
ん
で
い
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
?

吉
崎
マ
気
づ
き
・
学
び
・
遊
び
・
セ
レ
モ
ニ
ー

と
い
う
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
学
び
・
癒

し
・
楽
し
み
と
い
う
麿
典
院
の
ト
ポ
ス
が
出
来

上
が
っ
た
叩
年
で
し
た
。
次
の
間
年
は
、
も
っ

と
や
り
た
い
、
と
い
う
思
い
を
出
し
て
い
く
と

い
う
と
と
が
重
要
で
す
ね
。
年
に
1
回
で
も
こ

う
い
う
と
と
を
や
る
、
と
い
う
の
が
発
信
力
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
寺
町
倶
楽
部
は
卒

業
す
る
と
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
ζ

と
が
明

確
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
学
校
に
入
学
し
て
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
悩
む
、
そ
ん
な
場
所
に
行

く
と
と
だ
と
捉
え
て
参
加
し
て
い
く
と
い
う
具

合
で
す
。
学
校
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
高

校
く
ら
い
の
比
喰
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
麿
典
院
で
関
心
を
持
っ
た
と
と
を
仕
事
に

活
か
し
て
も
い
い
で
す
し
、
・
さ
ら
に
専
門
性
が

高
い
活
動
団
体
に
関
わ
っ
て
い
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
、
謄
典
院
は
、

そ
れ
く
ら
い
活
動
の
裾
野
を
拡
げ
て
い
き
つ

つ
、
あ
ま
り
専
門
的
過
ぎ
ず
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
、
と
い
う
乙
と
で
す
。

西
島
マ
も
と
も
と
寺
子
屋
ト
ー
ク
は
、
パ
ド
マ

幼
稚
園
の
園
児
を
親
が
、
下
校
時
に
迎
え
に
来

る
ま
で
に
学
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
い
う
、
少
し
姑
息
な
と
と
を
思
っ
て
始

め
た
事
業
で
す
。
そ
の
目
論
見
は
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
学
で
生
協
に
入
会
す
る

が
ご
と
く
に
、
何
か
に
関
わ
る
と
自
ず
と
臆
典

院
に
も
関
わ
る
と
と
に
な
る
、
と
い
う
く
ら
い
、

存
在
感
や
役
割
が
出
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。
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座談会では過去の

資料を懐かしみな
がら議論がなされ

ましたっ

中でも、吉崎さん
が持ってこられた
右図の「麿典院プ

ロジェクトフレー
ムワークメモラン
ダム」には、一同

声が上がりました=

15 



連
載
一
腰
典
院
叩
年
史
一

4
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四
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二

O
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七
]
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お
寺
と
社
会
の
新
し
い
関
係
を
紡
、
ぐ
。

臆
典
院
、
社
会
と
共
振
し
た
十
年
。

上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会

臆
典
院
な
ら
び
に
膿
典
院
寺
町
倶
楽
部
の
活
到
か
ひ
と
つ
の
点
か
ら
面

へ
と
広
が
る
過
程
の
な
か
、
上
町
ム
晶
と
い
う
舞
台
か
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。
上
町
ム
門
地
と
は
、
大
阪
の
都
心
を
擁
す
る
単
語
叫
だ
が
、
高
度

ア
正
工
法
掘
龍
の
集
積
区
で
あ
る
と
同
時
に
有
数
の
歴
史
文
化
ソ
1
ン
の
顔

を
持
つ
。
よ
っ
て
、
単
に
屑
任
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
言
っ
た
よ
う
な
文
脈
を

越
え
て
、
大
阪
に
遺
さ
れ
た
最
後
の
「
聖
唖
」
と
も
言
え
る
魅
力
を
潜
在

し
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
波
に
乗
っ
て
2
0
0
0年
に
入
つ

た
頃
か
ら
都
心
開
発
ブ
l
ム
が
起
こ
り
、
無
品
即
操
な
ほ
ど
の
高
層
マ
ン

一『唱・v

堀
界
限
の
六
波
羅
雅
一
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
宋
悟
、
上
町
台
地
界
隈
全

般
を
活
動
の
対
象
と
し
て
い
た
小
田
切
聡
、
五
条
学
区
で
地
域
密
着
の

取
り
組
み
を
進
め
る
冨
士
原
純
一
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
市
民
と
大

学
と
企
業
と
地
域
が
連
携
し
た
新
た
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
1

ム
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
は
、
回
年
5
月
に
生
園
魂
神

社
の
参
集
殿
で
盛
大
に
発
会
式
を
行
い
、
産
声
を
上
け
る
こ
と
に
な
る
。

以
来
、
牒
典
院
の
活
削
は
、
上
町
台
地
に
お
け
る
活
動
と
同
心
円
状
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
話
到
の
テ
l
マ
も
、
商
自
衛
自
性

化
あ
る
い
は
観
光
奇
諒
の
再
開
発
と
い
っ
た
従
来
の
ま
ち
起
こ
し
的
な
観

点
を
超
え
て
、
主
稲
や
賀
子
、
宗
教
と
い
っ
た
人
ヤ
喜
子
的
ア
プ
ロ
ー
チ

も
あ
っ
て
、
き
わ
ま
て
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
川
例
年

に
は
、
臆
典
院
が
ホ
ス
ト
役
と
な
り
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会

が
「
て
ら
ま
ち
極
楽
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
主
催
-
以
後
-
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
、

空
国
界
隈
と
、
刷
域
内
の
拠
占
を
リ
レ
ー
し
、
上
町
台
地
の
資
源
を
巡
る

あ物

Z雪
?言
のナ

主主
既'、
』三考

書2
薩芯
霞契
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gi 
自宅

昼
地
示
、
上
町
台
地
界
隈
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
つ
つ
、
同

会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
(
当
時
大
阪
大
学
博
土
課
程
奪
三
と
し
て
組
織
的

に
参
画
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
占
伴
妙
吟
連
9
る。

さ
ら
に
上
町
台
地
と
臆
典
院
と
の
接
点
は
、
多
元
的
に
広
が
る
。

シ
ョ
ン
が
乱
立
し
て
き
て
、
「
聖
地
」
は
ま
さ
に
消
費
の
波
に
呑
ま
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
怯
か
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

秋
田
は
凶
年
よ
り
住
宅
都
市
整
備
公
団
(
当
時
)
に
よ
る
「
上
本
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
研
究
会
し
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

都
心
居
住
の
魅
力
を
高
め
る
参
加
型
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
役
所
仕
事
の
限
界
を
痛
感
し
、

左
同
を
転
換
当
時
理
九
会
の
望
商
亨
在
で
も
あ
っ
た
高
田
￥
雄
官
蔀

本
ナ
)
、
渥
美
公
秀
(
-
大
阪
大
学
)
、
弘
本
由
香
里
(
大
阪
ガ
ス
)
ら
と
共

に
、
新
た
に
上
町
台
地
ま
ち
ゃ
つ
く
り
N
P
O
の
立
主
王
げ
を
発
起
し
た
。

そ
の
際
、
秋
田
宮
参
加
ゲ
呼
び
か
け
た
申
p
qつ
く
り
の
担
い
手
元
主
が
、
空

大
阪
府
立
現
岱
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
「
大
阪
・
ア
l
ト
・
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー

プ
し
へ
の
協
力
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

m
Z度
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
る
同
展
は
、
出
年
度
よ
り
、
ア
l
ト
N
P
Oな
ど
刷
域
挺
点
と

協
倒
す
る
ス
タ
イ
ル
で
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
開
催
協
力
者
が
公
募
さ

れ
、
そ
の
有
力
拠
点
と
し
て
陣
真
院
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
る
。
す
で
に
独

自
企
画
と
し
て
現
代
ア
1
ト
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
き
た
臆
典
院
は
、
若

手
作
家
の
発
掘
・
育
成
を
図
り
つ
つ
、
お
寺
と
い
う
場
の
可
保
畦
に
対
峠

す
る
件
謹
閏
な
美
術
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
l
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
業

は
文
{
手
通
り
多
面
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
ー

と
り
わ
け
、
日
本
に
お
け
る
ラ
ン
ド
ア
l
ト
の
第
一
人
費
大
久
保
央

官
」
取
り
組
ん
だ
「
遊
行
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
(
白
年
)
は
、
上
町
ム
吊
界

隈
か
通
目
的
日
間
半
小
番
通
し
、
そ
の
道
の
り
を
h

歪
F
h
E
が
っ
て
く
る
様
々

な
堕
茅
任
H
聞
に
昇
設
さ
せ
る
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
l
ト
の
章
一
邸
前

な
試
み
で
あ
っ
た
。
歴
史
身
体
、
時
間
と
い
っ
た
」
記
雪
印
か
、
大
勢
の
同
伴

者
を
得
て
作
品
以
上
の
官
客
創
り
上
げ
て
い
く
。
巨
大
な
竹
と
石
の

官
思
堅
手
'
盃
客
室
空
間
比
て
、
大
久
保
と
秋
田
E
父
わ
し
た
封
帯
も
、

現
代
に
お
け
盈
這
本
y
芸
耐
の
濯
迫
が
刻
ま
む
九
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

Salut vo1.55 2008.March 

新
た
な
発
信
力

臆
典
院
が
上
町
台
地
界
隈
へ
と
活
動
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
っ
た
頃
、
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す
で
に
そ
の
活
動
に
は
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
く
。

N
H
K
教
育

テ
レ
ビ
の
先
進
的
番
組
と
し
て
知
ら
れ
る

E
T
V
特
集
で
、
臆
典
院
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
侃
年
で
あ
る
。
宗
教
学
者
・
上
回
紀
行
が
お
寺

の
可
能
性
を
尋
ね
て
行
脚
す
る
「
お
寺
ル
ネ
サ
ン
ス
を
め
ざ
し
て
」
が

放
送
(
凶
年
1
月
日
日
)
さ
れ
た
こ
と
は
、
臆
典
院
ひ
い
て
は
日
本
仏

教
に
対
す
る
注
目
と
関
心
を
拡
げ
る
転
機
と
な
っ
た
。

番
組
で
は
、
服
典
院
の
ほ
か
に
、
長
野
の
神
宮
寺
、
新
潟
の
妙
光
寺
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
職
と
上
田
が
対
談
す
る
構
成
を
と
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
独
自
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
そ
の
社
会
的
役
割
を
再
生
す
る
意

義
を
発
信
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
き
を
同
じ
く
し
て
、

l
月
お
日
に
は
、

東
京
・
愛
宕
の
青
松
寺
の
「
仏
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
塾
」
に
肱
典
院
の
全
貌

を
紹
介
す
る
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
満
場
の
聴
講
者
を
集
め
る
な

ど
、
い
よ
い
よ
臆
典
院
の
行
動
は
全
国
に
響
く
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
膝
典
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

シ
ネ
マ
の
ス
タ
ー
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
活
動
の
特

徴
は
単
な
る
興
行
で
は
な
く

映
画
文
化
を
」二
映
を
通
し
て
開
発

育
成

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
上
映
後
に
対
話
を
行
う
な
ど
、
作

品
と
鑑
賞
者
を
接
続
す
る
形
態
を
取
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
出
年
の
「
鏡

心
」
(
石
井
腺
亙
監
督
作
品
)
、
「
カ

1
一
ア
ン
コ
ー
ル
L

(

佐
々
部
清
監
督
作

口川

・
原
案
を
秋
田
が
担
当
)
を
経
て
、
そ
し
て
侃
年
3
月
の
「
ザ

・
コ

l

ポ
レ

l
シ
ョ
ン
」
(
マ

l
ク
・
ア
ク
パ

1
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

1
・
ア
ボ
ツ
ト

一ーー...... 

ン
ソ

1
シ
ア
ム
京
都
の
ス
タ
ッ
フ
時
代
、
秋
田
と
出
会
う
。
以
来
個
人
的
つ

な
が
り
を
重
ね
、
前
述
の
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
の
2
代
目
事
務

局
長
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
に
着
目
し
、
秋
田
か
ら
臆
典
院
へ
の
参
4
幽
が
要
請

さ
れ
た
。
山
口
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
原
点
と
し
、

ま
た
大
阪
大
学
大
学
院
の
博
士
後
期
課
程
に
お
い
て
上
記
の
裡
尖
公
秀
研
究

室
に
属
し
て
取
り
組
ん
だ
上
町
台
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
人

間
科
学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
た
。
文
字
通
り
、

市
民
の
時
代
の
知
的
ア
!

ア
イ

ス
ト
と
し
て

秋
田
は
そ
の

暴
と

自
注
目
を
し
て

た

侃
年
5
尺
京
都
・
消
北
の
法
然
院
に
て
、
山
口
の
得
度
式
を
執
り
行
い
、

定
期
妻
木
の
象
徴
で
あ
る
寺
子
房
ト
l
ク
に
は
、
内
国
間
今
里
滋
、
柴
田

久
美
子
、
町
田
宗
鳳
、
邑
露
呈
ら
が
相
次
い
で
砂
場
し
た
。
ま
た
、
同
際
六
議

某
杢
挙
ず
を
通
じ
た
海
外
か
ら
の
視
察
、
六
込
山
も
続
き
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

ブ
1
タ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
な
ど
、
諸
外
国
か
ら
の
訪
問
が

が相

理C
装。
いそ
もし

警て

1日
の会

自i
よな

再さ
開れ
した
たコ
のモ
でン
あズ
つフ

ス
タ

社
会
参
加
と
し
て
の
仏
教
へ

近
年
、
「
エ
ン
ゲ
l
ジ
ド
・
ブ
デ
イ
ズ
ム
」
と
い
う
動
き
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
仏
教
と
社
会
の
檀
白
川
を
世
界
的
視
野
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
は
結
織
だ
が
、

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
議
論
に
お
い
て
は
、
上
一
断
部
仏
教
や
、
あ
る
い
は
戦
時
休

18 

監
督
作
品
:
カ
ナ
ダ
)
以
降
、
本
格
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。
同
作
は

ア
メ
リ
カ
経
消
社
会
の
企
業
倫
理
の
崩
嬢
に
迫
っ
た
、
優
れ
た
ド
キ
ユ
メ

ン
タ
リ
1
映
画
で
あ
っ
た
が
、
上
映
後
に
は
C
S
Rを
巡
る
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
が
f丁
わ
れ

満
場
の
主主

品
者
か
ら
活
発
な
議
三品

が
起
」

て〉

た

そ
の
後

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ネ
マ
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
ア
フ
リ
カ
映
画
「
母
た
ち
の

村
」
、
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
般
若
心
経
」
な
ど
す
ぐ
れ
た
作
品
の
発
掘
・
啓
発

に
か
か
わ
り
、
府
内
典
院
の
新
し
い
ア

l
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
路
線
と
し
て
、

現
在
通
算
で
ロ
回
(
凶
年
4
月
現
在
)
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
こ
ろ
、
同
時
的
に
展
開
さ
れ
た
、
大
蓮
寺
(
臆
典
院
杢
守
)

の
「
大
蓮
寺
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
市
民
の
会
」
の
活
動
も
付
記
し

て
お
き
た
い
。
こ
ち
ら
は
伝
統
的
な
葬
式
仏
教
の
可
能
性
を
切
り
開
い
た

事
業
で
あ
る
が
、
人
生
の
完
成
期
を
寺
と

N
P
O
で
支
援
す
る
ス
タ
イ
ル

は
牒
典
院
同
様
で
あ
る
。
川
出
年
に
、
大
蓮
寺
・
謄
典
院
両
会
場
に
て
開
催

さ
れ
た

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
見
木
市
」
で
は
、
模
凝
葬
儀
、
お
墓
ツ
ア

l
の

実
施
や
世
界
の
死
装
束
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
開
催
、

2
日
間
で

5
0
0人
の
参
泊
、

4
局
の
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

2
代
自
主
幹
に
山
口
洋
典
、

就
任

旧
周
年
を
目
の
前
に
し
て
、
臆
典
院
の
活
動
は
す
で
に
ピ

l
ク
を
迎
え
て

い
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
再
編
も
検
討
さ
れ
る
中
、
部
年
4
月

に
山
口
洋
典
が

2
代
目
主
幹
と
し
て
着
在
し
た
。
山
口
は
財
団
法
人
大
学
コ

制
下
の
日
本
仏
教
が
語
ら
れ
が
ち
で
、
今
日
の
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
社

会
参
加
に
つ
い
て
充
分
な
議
論
は
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
周
辺
に
お
い
て

は
、
ビ
ハ

l
ラ
へ
の
関
心
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
興
隆
、
あ
る
い
は
公
共

万丈

教
な
る

撃
の
1楽
ま
り
な
ど

異
義
は
大
き
な

農
5ι 

動
の
中

あ
る

前
年
の
再
建
以
来
、
脹
典
院
が
た
ど
っ
て
き
た
旧
年
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
、

既
存
の
組
織
型
、
制
度
型
の
寺
院
仏
教
か
ら
、
市
民
参
ノ
加
、
あ
る
い
は
公
益
文

化
の
担
い
手
と
し
て
の
拠
点
寺
院
へ
と
、
そ
の
位
相
を
変
容
さ
せ
た
軌
跡
で
も

あ
っ
た
。
昨
年
の
日
月
叩
目
、
陣
頭
院
は
有
縁
の
方
々
を
お
招
き
し
、
記
念
フ
ォ

1

ラ
ム
を
行
っ
た
。
当
日
は
1
0
0
人
を
越
え
る
方
々
が
参
集
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
足
跡
を
確
認
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
エ

l
ル
を
交
換
し
た
。
こ
の
集
い

の
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
単
な
る
一
寺
院
の
エ
ポ
ッ
ク
に
留
め
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
決
意
の
場
で
も
あ
り
、
都
市
に
お
け
る
寺
院

あ
る
い
は
コ
モ
ン
ズ
の
再
生
に
向
け
て
、
多
く
の
忠
い
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
。

す
で
に
山
口
主
幹
の
休
制
は
、
諸
々
と
基
穏
凶
め
に
入
り
、
部
作
ロ
月
か
ら
は
、

大
阪
市
現
代
技
術
創
造
事
業
と
し
て
「
築
港
A
R
C」
が
開
設
、

同
士
、
釘
史
学
火

Salut vo1.55 2008.March 

i 
疋

来
れ

1 
の

需

品
E 
て

覇
始

て
い
る
c

ま
た
、
秋
出
は
、

L
L
町
台
地
に
加
え
て
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
支
援
事
業

に
着
手
し
、
さ
ら
に
郎
年
度
か
ら
は
大
蓮
寺
が
直
併
に
9
る
パ
ド
マ
幼
稚
悶
の
園

長
補
佐
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
さ
文
字
通
り
、
膝
山
県
院
は
ハ
コ
も
の
で
は

な
く

人
と
場
と
関
係
を
編
み
上
げ
な
が
ら

付
Z三
主主

面

古
教

を
手
掛
か

ー
ノ
-
」
、

j
l
 つ
ぎ
の
時
代
の
航
海
図
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
2
0
0
8
・
3
・
日
取
材
)
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築
港
A
R
Cプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一ー...，.-

会場を感興院に移しての rARCトークコ
ンビレーシヨンJ。ヘルパーや歯科医師、
ウ工ブデザイナーか5アーテイストまで、
様 な々if.i客さんが参加a

築港ARC各スタッフの専門性を活かし
つつ、参加者皆で大阪のアート情報を編
集していく「大阪のアー卜を知り尽くす
の会jの様子。

ヨ
で
の

シ
ま
る

ク
に
い

-
画
て

ワ
企
し

現
彊
を

表
出
何

す
の
体

山
山
へ
一

t
u杭
似
同
陣

漕
学
れ

「
小
こ

の
連
象
喜
て
W

対
は
さ
う

↑U
l」

O

』ふ

戸
』
寸
J
居
眠

l
u

子
ツ
発
で

20 

2006年

2007年の
振り返り

チ フディレクター

平成 18年 12月のス

ター卜以来、早 1年

3ヶ月の事業を終え

た築港ARC。

関西のコアなアート

情報を提供しつつ、

日常の中にアートを

潜ませる様々な企画

を行ってきた。

ここではチーフディ

レクターの朝田が、

平成 19年度の活動を

中心に振り返り、さ

らなるパワーア、ソプ

に向けた意気込みを

語る。

朝団亘

築港ARC

-
多
分
野
を
繋
ぐ

「
メ
デ
ィ
ア
」

と
し
て
の
ア
ー
ト

築
港
A
R
C
の
活
動
は
一
言
で
は
非
常
に
伝
え
に
く
い
。
個
別
の
企
画
は
、

『サ
リ
ユ
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
参
照
い

た
だ
く
と
し
て
、
ま
ず
こ
の
一
年
の
中
で
、
築
港

A
R
C自
身
が
「
ア
|
卜
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
が
見
え
て
き

た
よ
う
に
思
え
る
。
「
ア
l
卜
情
報
を
伝
え
る
」
「
ア
ー
ト
を
日
常
の
中
に
潜
ま
せ
る
」
等
々
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
抱
え

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
カ
ギ
カ
ツ
コ
内
の
「
を
」
の
部
分
が
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
つ
ま
り
「
ア

l
卜」

が
目
的
語
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
当
に
「
ア
ー
ト
「
を
」
届
け
る
』
こ
と
が
私
達
の
第
一
義
の
仕
事
な
の
だ
ろ
う
か
。

ス
タ
ッ
フ
聞
で
「
築
港

A
R
C
で
仕
事
を
し
て
き
で
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
な
に
?
」
と
い
う
会
話
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
出
た
答
え
は
図
ら
ず
と
も
一
致
し
、
そ
の
時
、
何
か
道
筋
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
気
が
し
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
た
あ
と
で
、
私
達
(
ス
タ
ッ
フ
)
の
手
を
離
れ
て
、
参
加
者
が
勝
手
に
交
流
し
て
、
仲
良
く
な

っ
て
帰
っ
て
い
く
と
き
」
が
一
番
嬉
し
い
。
し
か
も
そ
の
参
加
者
同
士
が
日
常
的
に
は
な
か
な
か
巡
り
会
わ
な
い
よ
う

な
タ
イ
プ
(
職
種
や
晴
好
性
、
世
代
、
国
籍
等
)
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
な
お
嬉
し
い
。
こ
の
場
合
、
「
ア
ー
ト
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
義
で
は
な
く
、
「
ア

l
卜
が
メ
デ
ィ
ア
(
媒
介
)
と
な
っ
て
、
人
々
が

分
野
を
超
え
て
繋
が
り
あ
う
」
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
会
い
の
質
が
よ
け
れ
ば
よ
い
ほ
ど
、
そ
の
出
会

っ
た
人
達
同
士
は
、
き
っ
と
い
つ
か
「
私
達
が
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
築
港

A
R
C
の
イ
ベ
ン
ト
で
:
・
」
と
言
っ
て
く

れ
る
は
ず
で
、
そ
の
と
き
は
ア
ー
ト
の
価
値
を
、
自
然
な
形
で
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
出
会
い
の
場
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
自
体
が
「
ア
ー
ト
」
な
の
だ
。

• 
っ
て
重
要

「人」

築
港

A
R
C
に
は
、
色
ん
な
人
が
訪
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
は
い
え
、
別
に
カ
フ
工
や
パ
ー
を
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
っ
き
り
な
し
に
人
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
色
ん
な
人
が

会
い
に
き
て
く
れ
る
。
こ
の
「
会
い
に
き
て
く
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
、
リ
ア
ル
な
場
所
を
持
つ
意
味

に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え
る
。
-
年
以
上
も
や
っ
て
い
れ
ば
、
「

O
ム
さ
ん
は
い
ま
す
か
?
」
と
名
指
し
で
予
約
電
話

の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
き
て
、
場
所
に
来
る
と
い
う
よ
り
も
そ
の
人
に
会
い
に
く
る
利
用
者
の
方
が
多
く
な
っ
て
く

る
。
「
こ
の
人
に
聞
け
ば
、
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
が
わ
か
る
」
と
か
、
「
こ
の
人
だ
と
演
劇
の
こ
と
な
ら
お
任
せ
」
だ
と
か
、

も
っ
と
単
純
に
「
こ
の
人
な
ら
自
分
の
活
動
話
に
も
、
丁
寧
に
、
た
だ
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
」
と
か
。
そ
う
い
う
個
人

の
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
に
話
に
来
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て
き
て
、

『結
局
、
「
人
」
が
場
所
の
価
値
を
作
り
上

げ
て
い
く
ん
だ
な
」
と
思
い
返
し
た
。
築
港

A
R
C
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
「
ま
ず
組
織
が
あ
っ
て
個
人
が

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
、
少
な
く
と
も
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
私
自
身
は
あ
ま
り
し
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。
「
個
人
が
も
っ
と
も
活
か
さ
れ
る
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
た
い
。
こ
れ
は
「
ア
ー
ト
」
と
い
う
既
存
の
社
会
シ
ス

テ
ム
を
根
っ
こ
か
ら
担
え
な
お
す
価
値
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
願
い
で
も
あ
る
。

• 

を
楽
し
め
た
ら

「
わ
か
ら
な
さ
」

ア
ー
ト
は
難
し
い
。
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
以
前
な
ら
、
ア

1
卜
を
未
だ
見
ぬ
人
た
ち
に
「
ア
ー
ト
は
考

え
る
も
の
で
は
な
く
感
じ
る
も
の
だ
」
な
ん
て
常
套
句
を
使
っ
て
い
た
節
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
は
っ
き
り
言

っ
て
や
っ
ぱ
り
ア
ー
ト
は
難
し
く
て
わ
か
り
に
く
い
も
の
だ
と
思
う
。
で
も
面
白
い
。
と
い
う
よ
り
、
だ
か
ら
こ
そ

面
白
い
と
思
う
。
「

A
を
す
れ
ば
必
ず

B
に
な
る
」
と
か
「

C
は
D
よ
り
も
美
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
な
ん
と
な
く
で
も
「
答
え
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
世
界
と
遣
っ
て
、
ア
ー
ト
に
は
「
答
え
」
が
な
い
。
「
わ
か

る

α
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
込
む
」
こ
と
と
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
と
に
か
く
思
考
し
続
け
る
」
こ
と
、
果

た
し
て
ど
ち
ら
が
真
に
ク
リ
工
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
つ
後
者
を
日
常
の
中
に
潜
ま
せ
る
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
た
と
き
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
を
迎
え
た
と
き
に
、

ア
l
卜
の
本
質
な
る
も
の
に
少
し
で
も
近
づ
け
て
い
れ
ば
幸
い
だ
。
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outOin 

「
ひ
と
」

と

「場」

の
交
差
点
:
・
・

臆
典
院
に
つ
き

呼
吸
す
る
お
寺
・
鷹
典
院
の
、
日
月

1
1
月
の
活
動
記
録
で
す
。

関
連
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
広
ど
も
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

刊

月

3
日

築

港

A
R
C
コ
|
デ
イ
ネ
|

卜
の
音
楽
ラ
イ
ブ
l
@
築
港
温
泉
。

「
映
像
温
泉

-m
築
港
今
銭
湯
で
髪

を
乾
か
す
そ
の
合
間
心
身
ほ
ぐ
し

て
ビ
デ
オ
鑑
賞

L
n日
ま
で
。

4
日
・
大
阪
ア
|
ツ
ア
ポ
リ
ア
主
催

の
「
淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
さ
ん
た

ち
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
主
幹
、

築
港
A
R
C
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
。

6
日
・
秋
田
住
職
主
催
の
お
仕
事
研

究
会
に
ス
タ
ッ
フ
揃
っ
て
参
加
。

漢
字
表
記
な
ど
日
本
語
の
基
礎
を

勉
強
す
る
。
夜
は
内
蒙
古
で
沙
漠

緑
化
に
取
り
組
む
工
コ
ス
タ
イ
ル

一『γ

初
日

A
R
C
ト
ー
ク
コ
ン
ビ
レ
|

シ
ヨ
第

9
弾
。
上
町
台
地
か
ら
ま

ち
を
考
え
る
会
主
催
「
上
町
台
地

∞
人
の
チ
カ
ラ
・
」
印
回
記
念
ス

ペ
シ
ャ
ル
に
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
ら
。

12 

月

1
日
・
築
港

A
R
C
大
阪
の
ア
ー
ト

を
知
り
尽
く
す
の
会
第
3
弾
。
主

幹
は
大
阪
Y
M
C
A
お
周
年
記
念

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
。

3
日
・
水
都
大
阪

2
0
0
9
の
第

5

回
ア
|
卜
部
会
。
主
幹
が
参
加
。

4
日
・
叩
周
年
記
念
事
業
総
括
会
議
。

8
日
目
ア
ル
パ
ッ
ク
刊
周
年
記
念
「
ア

ル
パ
ッ
ク
タ
グ
ボ
ー
ト
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
住
職
が
出
議

ロ
日
・
築
港
A
R
C開
室
祝
1
周
年
!

市
日
・
日
日
・
築
港

A
R
C
月
例
卜

ク
サ
ロ
ン
1
・
第
叩
弾
。
淡
路
島

で
の
ア
ー
ト
N
P
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

主
幹
が
出
誘
。
ワ
時
間
の
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
の
進
行
役
。

刊
日
ダ
ン
マ
パ
ダ
を
読
む
第
7
回。

第
一
期
終
了
。
韓
国
料
理
で
懇
親
会
。

臆劇涜につき

ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
が
研
修
室
で
報

告
会
。
主
幹
も
参
加
。

8
日
・
本
堂
の
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
総
入
れ
替
え

o
m周
年
記
念
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
翌
日

に
控
え
て
、
会
場
も
心
機
一
転
。

叩
日
・
感
興
院
叩
周
年
記
念
フ
オ
|

ラ
ム
、
祝
賀
会
。
記
念
誌
も
完
成
!

什
日
・
恒
例
の
子
ど
も
七
五
三
法
要
。

終
了
後
住
職
と
主
幹
は
「
上
司
文

化
機
構
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
結
ヘ
。

日
日
・
夜
に
パ
ド
マ
幼
稚
園
で
感
興
院

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
を
勤
め
た
、
大
阪
市
長
候
補

の
橋
爪
紳
也
さ
ん
の
個
人
演
説
会
。

旧
日
研
修
室

B
で
ヨ
ガ
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ツ
プ

o
m日
ま
で
。
午
前
中
は

研
修
で
叩
周
年
記
念
誌
を
精
読
。

初
日
築
港
A
R
C
ス
タ
ッ
フ
忘
年
会

お
日
・
「
コ
ネ
ク
タ
テ
レ
ビ
」
公
開
企

画
会
議
第

2
弾
。
主
幹
と
主
務
は

マ
イ
ル
ド

H
O
P
E
ゾ
ー
ン
事
業

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

初
日
恒
例
の
自
分
感
謝
祭
。
一
年

を
ふ
り
か
え
る
。
な
に
わ
ー
と
・

築
港
A
R
C
ス
タ
ッ
フ
オ
ー
プ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
第
7
弾。

mu
日
・
大
忘
年
会
。
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
々
、
創
教
出
版
職

員
、
築
港

A
R
C
ス
タ
ッ
フ
と
イ

ン
タ
ー
ン
な
ど
、
揃
つ
て
の
宴
。

初
日
・
年
末
大
掃
除
。
創
教
出
版
職

員
と
麿
興
院
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て

院
内
を
ピ
力
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
る
。

白

日

ア

l
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

振
り
返
リ
会
議
。
休
館
の
麿
興
院
で
。

引
日
・
大
蓮
寺
、
除
夜
の
鐘
。

1 

月

5
日
・
感
興
院
2
0
0
8
年
し
ご
と

本
堂
ホ
ー
ル
で
は
井
土
紀
州
監
督

の

「
百
年
の
絶
唱
」
上
映
。
監
督

も
来
訪
。
京
都
の
シ
ネ
マ
工
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
ス
ペ
ス
の
企
画
。

日
日
・
橋
爪
紳
也
さ
ん
が
中
央
公
会

堂
で
演
説
会
。
住
職
が
応
援
演
説

で
約

9
0
0
人
に
向
か
い
熱
弁
を

ふ
る
う
。

m
H
日
シ
チ
ズ
ン
シ
ツ
ブ
共
育
企
画

に
よ
る
「
生
と
死
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催
。
住
職
、
主

幹
が
出
席
。

同
日
・
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
会
開
催
直
前
運
営
委
員
会
。

m日
・
ア
ー
ト
文
化
情
報
番
組
「
コ

ネ
ク
タ
テ
レ
ビ
」
の
公
開
企
画
会

議
第
1
弾。

引
日
・
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
の
演
劇
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
生
魂
小
学
校
に

で
開
催
。
若
手
演
劇
人
の
た
め
の

基
礎
講
座
の
皆
さ
ん
と
大
阪
市
教

育
委
員
会
と
の
あ
い
だ
を
感
興
院

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
|
ト
。

始
め
。
大
蓮
寺
本
堂
に
お
い
て
秋

田
光
茂
先
代
に
よ
る
法
話
。
そ
の

後
は
大
蓮
寺
関
連
の
パ
ド
マ
幼
稚

園
・
創
教
出
版
出
版
職
員
を
含
め

総
勢
判
名
に
よ
る
互
礼
会
に
ス
タ

ッ
フ
揃
っ
て
参
加
。

8
日

築

港

A
R
C月
間
会
議
。

刊
日
・
ハ
ヤ
シ
工
リ
展
「
工
》
豆
U

〈切」

を
皮
切
り
に
、
コ
モ
ン
ズ
フ
エ
ス

タ
が
ス
タ
ー
ト
白
日
ま
で
。
出
張

講
義
「
ア
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

理
論
を
実
践
」
で
は
劇
創
卜
社
主

宰
と
し
て
を
城
田
邦
生
先
生
が
主

幹
の
講
義
で
話
題
提
供
。

ロ
日
て
れ
れ
上
映
会
一
日
目
。

日
日
・
て
れ
れ
上
映
会
二
日
目
。

日
日
・
東
京
か
ら
「
彼
岸
寺
」
の
ス

タ
ッ
フ
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
来
訪
。

本
若
流
殺
陣
塾
の
第
1
回
目
。

け
日
月
例
会
。
震
災
日
回
弓
注
品
要
。

叩
日
・
橋
口
譲
二
さ
ん
が
久
々
に
来

訪
。
本
若
流
殺
陣
塾
の
第
2
回
目
。

円
日
・
ハ
ヤ
シ
工
リ
さ
ん
に
よ
る
ち

ぎ
り
総
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

太
田
浩
司
展
「
マ
イ
・
プ
ラ
イ
ペ
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お
日
・
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
寺
子
屋
卜

ク
開
催
。
第
一
部
に
美
術
家
の

船
井
美
佐
さ
ん
と
住
職
の
対
談
。

第
2
部
で
は
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
基

調
講
演
。
第
3
部
は
「
ア
l
卜
が
〈
ま

ち
〉
の
風
景
を
変
え
る
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
研
修
室
B
で

は
ネ
パ
ー
ル
タ
ン
力
展
を
開
催
。

自
日
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
会
全
国
大
会
。
午
前
中
は
分
科

会
、
午
後
か
ら
新
川
達
郎
先
生
の

基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
解
体
新
書
」
。

白
日
・
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
会
関
連
企
画
で
上
司
台
地
の
工

ク
ス
力
|
シ
ヨ
ン
を
実
施
。
マ
イ

ル
ド

H
O
P
E
ソ
|
ン
協
議
会
の

助
成
を
得
て
。
主
幹
と
城
田
主
務

が
上
町
台
地
を
自
転
車
で
疾
走
。

お
日
'
ダ
ン
マ
パ
ダ
を
読
む
第
6
固
o

u
B
・
月
例
会
。
今
月
の
振
り
返
り

と
次
月
の
誓
願
の
法
要
と
法
話
。

ー
卜
・
サ
二
|
」
白
日
ま
で
。
築

港
A
R
C
ア
ー
ク
コ
ン
ビ
ス
ペ
シ

ャ
ル
を
謄
典
院
で
開
催
。
コ
ミ
ユ

ケ

l
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
り
合
う

ひ
と
と
き
。

白
日
・
ち
ぎ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
親
子
や
カ
ッ
プ
ル
、
仕
事

仲
間
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
。
映

画
お
し
ゃ
べ
り
会
新
春
ス
ペ
シ
ャ

ル
で
は
、
上
映
と
お
し
ゃ
べ
り
で

盛
り
上
が
る
。

包
日
・
本
若
流
殺
陣
塾
の
第
3
回
目
。

お
日
城
田
邦
生
率
い
る
劇
創
ト
社

を
一
日
ゴ
「

O
主
力
0
2
m刃
ω
「
ラ
ジ
オ

ス
タ
l
の
悲
劇
1ω
「
己
的
目
印
印
百
コ

i
」

白
日
ま
で
。
劇
創
ト
社
が
劇
団
と
し

て
行
う
ラ
ス
ト
公
演
。
待
ち
か
ね
た

フ
ァ
ン
た
ち
で
満
員
御
礼
。

お
日
本
若
流
殺
陣
塾
の
第
4
回
目
。

劇
創
ト
社
千
秋
楽
終
了
後
に
、
気

づ
き
の
広
場
に
て
コ
モ
ン
ズ
フ
エ

ス
タ
ク
ロ
!
ジ
ン
グ
ト
ー
ク
開
催
。

白
日
・
京
都
市
景
観
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
学
生
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ペ
。
主
幹
が
審
査
員
を
勤
め
る
。
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いのちと出会う会

※第3木曜日 18:30~ 20:30 

参加費会員・学生700円/一般 1，000円

第77回 5月15日(木)
「ありのままの自分を受け入れるJ
8歳のときに事故で‘両腕を失い、養護学校で口、足、
肩を使って生活訓練。今は亡き口筆画家、大石)1原

教尼に師事され、口での描画と生き方の修行を始

めネパールに学校を贈る運動や少年院慰問など社

会への貢献をも実践中。

話題提供者:南正文さん

(世界身体障害芸術家協会会員・日本画家)

第78回 6月19日(木)
「死なないでください」

死にたくなる気持ちに自殺防止センターのボラン

テイアは年中無休でじっと耳を傾けています。死

にたい人を前にした時、あなたはどうしますか?

話題提供者:薄井登志さん

(匡際ビフレンターズ・対]反自翻功止センター)

第79回 7月17日(木)
「真帆~あなたが娘でよかった~J

真帆さんは12歳のとき悪性脳腫証言にかかり 20固
にも及ぶ手術を繰り返し初歳で亡くなられました。

自分が多くの方の愛をいっぱい受けていることに

感謝し、自分が前向きに生きることがたくさんの

愛への恩返しだ、と明るく周りの人を励まし、医

師を目指して手術直前でも勉強をされていました。

話題提供者:内梨昌代さん

(対反市立汎愛膏琵嬬甫)

※会員のみなさまにおしらせ
0今年度の会員のつどいは、 6月15日(日)午前
11時の予定です。

アートNPOのサポート施設
築港ARC<アートリソースセンター町田tenin)
アート所見師、ら首会を見つめるトクサロン

ARCトークコンピレーション
関西で活動されているメディア・福祉・教

育・環境・医療・食・地域づくりなど、多

彩な分野においてクリエイティプで実験的
なプロジ、エクトやスペースを紹介する場で

す。日常生活に何気なくi替む、ステキな表
現のかたちを、ゲストともに語り合ってみ

ませんか?なお、 トークの内容は音声にて

完全収録し、ポッドキャスト番組(インタ

ーネットラジオ)にて公開しています。過

去の番組も聞くことができます。

〈関西アート情報ポッドキャス卜 rARCAudio!!J > 
ht旬ノ/web抗 jp/arにaudio/

0参加費 1.000円(お茶・資料代)
0時間 18:00-20:00 

出終了後ささやかな交流会があります

O会場築港ARC(piaNPO 308号)

#13 4月 12日(土)r地域に仕掛け
るアクティピティ~伊丹編」

Oゲス ト 中脇健児さん
[(財)伊丹市文化振興財団]

#14 5月24日(土)rアーテイスト
とつくる学校教育~教員の立場から」

Oゲスト 糸井登さん ・藤原由香里さん
[京都府宇治市立平盛小学校教諭]

#15 6月28日(土)r中学・高校生
に伝えるフリーベーJi.ーの可能性J
Oゲスト 高橋誠さん
[NPO 法人芸術活動推進プラ ンユノー

/イラストレーター rmakomoJ 1 

#16 7月26日(土)r人間観察から
始めるコミュ二ケーションアートJ
Oゲスト みずみたまんさん
[コミ ュニケーションアートユニット]

制問…は |目

蔭典院寺町倶楽部 I

F-770-3147|目

'!tJ惨事局ゆ傍⑨電動⑨⑩~~~..・・・・・・・・・・・・

一一ー..，...

磨興院寺町倶楽部のl
ニュースレター 1 

サリユ
~~ 

<次号56号は..>

2008年7月発行予定

「サリュ、大リニューアル!J 
A4版から始まつで、 A5版にな
ったサリュ。会報という性俗か

ら二ユース.マガジンへの蛮化を

遂げるための刷新でした。この

たび、 10年を経て、新たに判
型も、そして性格もリニューア

jレ。少々「はやリ」のフリーペ

ーパ一風に、抜本的に改めます。

タブロイド判で隔月発行の新生

サリユ‘ご期待くださいませ。

-発行日
2008年3月31日
・発行人
秋田光彦

・編集人
山口洋典

・スタッフ
池野亮光

城田邦生
塩根春華
森山博仁
朝田 E
圃発行所

日産典院寺町倶楽部

干543-0076
大阪市天王寺区下寺町1-1・27
TEL 06-6771-7641 
FAX 06-6770-3147 
E-mail info@outenin.com 

URL http://www.outenin.com 

弓
E
-

-後
一
一集
一
一編
一

園口に十年と言っても、そこにはさまざまゆり

方や想いがあります。私個人にとっては、演劇と

いう側面から感典院を見続けた卜年でした。それはそれ

で、大きな意義と価値があったと思います。が、ここか

ら先は演劇だけではない別の角度から感典院の姿を見つ

めて行く年月にして行かねばならないと感じています。

(城田)

園の春より剛院ブログを卒業し、「サリユ」も卒

業する運びとなりました。J.l!l1典院と幼児教育を手

がける創教 I~版の一元化を進めるということで、出版

社のお仕事もすることに…。もちろん感典院とのご縁

が無くなった訳ではありません。今後も感典院にはお

りますので引き続きまして、宜しくお願いいたします。

(塩根)

闘の好きな言葉の一つは、酬に勝る才能雌いJ
です。サリュに携わり自分の欠点なども知りました。

物事を進める集中力、瞬発力など…日々精進し続ける

事の再確認の時間だったような気がします。(森111) 

園田般、風邪をひいてしまいました。しかも原因が

P..L!まったくわかりません。いつもだったら「ああ、

風目上り外出したからJとか、なんか思い当たる理由
があるもんなんですが、風邪をひく前日は、完全に休

んでいたのになんでなんだろうなあ…と、ちょっと

ショックを受けてしまいました。4月以降は、気持ち

も身体もすっきり入れ替えて、築港 ARCプロジェクト

ver目2008、スタートさせます。(朝岡)

盟刻版シー、第4段は、日版時代のも吋。

次号案内(本ページ左上)にも記しましたが、最早、

このデザインも復刻版という位置づけです。次号から

大幅リニューアルをすることになったためです。ちなみに

年度末には自転車で事故。まさに「急がば回れ」と痛感

したと同時に、ゆとりって大事だなと実感しました。(山口)


